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答

弁

第

一

九

号 
   

衆
議
院
議
員
上
原
康
助
君
提
出
沖
縄
の
米
軍
基
地
内
の
未
契
約
者
所
有
の
土
地
に
対
す
る
強
制
使
用
に
関
す
る 

質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。

内
閣
衆
質
一
〇
二
第
一
九
号 

昭
和
六
十
年
四
月
二
日 

衆

議

院

議

長 
坂 

田 

道 

太 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

中 

曽 

根 

康 

弘 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
上
原
康
助
君
提
出
沖
縄
の
米
軍
基
地
内
の
未
契
約
者
所
有
の
土
地
に
対
す
る
強
制
使 

用
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
及
び
二
に
つ
い
て 

沖
縄
の
復
帰
以
後
、
駐
留
軍
の
用
に
供
す
る
た
め
、
沖
縄
に
お
け
る
公
用
地
等
の
暫
定
使
用
に
関
す
る
法
律

（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）
に
基
づ
き
昭
和
四
十
七
年
五
月
十
五
日
以
後
に
お
い
て
使
用
し
た
土
地

に
係
る
施
設
名
等
は
、
別
表
第
一
の
と
お
り
で
あ
り
、
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び

安
全
保
障
条
約
第
六
条
に
基
づ
く
施
設
及
び
区
域
並
び
に
日
本
国
に
お
け
る
合
衆
国
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協

定
の
実
施
に
伴
う
土
地
等
の
使
用
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
四
十
号
。
以
下
「
駐
留

軍
用
地
特
措
法
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
昭
和
五
十
七
年
五
月
十
五
日
以
後
に
お
い
て
使
用
し
た
土
地
に
係
る
施

設
名
等
は
、
別
表
第
二
の
と
お
り
で
あ
る
。 



四
に
つ
い
て 

三
に
つ
い
て 

駐
留
軍
用
地
特
措
法
の
施
行
の
日
以
後
に
お
い
て
、
駐
留
軍
用
地
特
措
法
に
基
づ
き
使
用
し
、
又
は
収
用
し

た
土
地
等
に
係
る
施
設
名
等
は
、
一
及
び
二
に
つ
い
て
に
お
い
て
述
べ
た
も
の
を
除
き
、
別
表
第
四
の
と
お
り

で
あ
る
。 

ま
た
、
今
回
、
駐
留
軍
用
地
特
措
法
に
基
づ
き
使
用
し
よ
う
と
し
て
い
る
土
地
に
係
る
施
設
名
等
は
別
表
第

三
の
と
お
り
で
、
こ
れ
ら
の
土
地
の
使
用
期
間
は
未
定
で
あ
る
。 

今
回
、
駐
留
軍
用
地
特
措
法
に
基
づ
き
使
用
し
よ
う
と
す
る
土
地
で
、
沖
縄
県
の
区
域
内
に
お
け
る
位
置
境

界
不
明
地
域
内
の
各
筆
の
土
地
の
位
置
境
界
の
明
確
化
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
二
年
法
律
第
四

十
号
）
の
手
続
が
完
了
し
て
い
な
い
も
の
に
係
る
施
設
名
等
は
、
別
表
第
五
の
と
お
り
で
あ
る
。 

ま
た
、
こ
れ
ら
の
土
地
に
つ
い
て
は
、
位
置
境
界
明
確
化
作
業
を
通
じ
、
現
地
に
即
し
て
特
定
で
き
る
の 

四 

 



五
か
ら
九
ま
で
に
つ
い
て 

十
一
に
つ
い
て 

十
に
つ
い
て 

で
、
駐
留
軍
用
地
特
措
法
第
四
条
の
使
用
認
定
申
請
書
の
添
付
書
類
で
あ
る
土
地
等
の
調
書
及
び
図
面
並
び
に

駐
留
軍
用
地
特
措
法
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九

号
）
第
三
十
六
条
の
土
地
調
書
の
作
成
は
可
能
で
あ
る
。 

今
回
、
駐
留
軍
用
地
特
措
法
に
基
づ
き
使
用
し
よ
う
と
す
る
土
地
の
所
有
者
が
、
前
回
と
比
べ
て
増
加
し
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。 

に
規
定
す
る
目
的
達
成
の
た
め
駐
留
す
る
米
軍
が
施
設
及
び
区
域
と
し
て
土
地
を
使
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

そ
の
必
要
性
が
客
観
的
に
認
め
ら
れ
る
と
き
で
あ
る
。 

駐
留
軍
用
地
特
措
法
第
三
条
に
い
う
「
適
正
且
つ
合
理
的
で
あ
る
と
き
」
と
は
、
日
米
安
全
保
障
条
約
第
六
条 

五 

 



十
二
に
つ
い
て 

御
質
問
の
那
覇
市
所
有
の
土
地
は
、
普
天
間
飛
行
場
に
所
在
す
る
二
筆
の
土
地
及
び
那
覇
港
湾
施
設
に
所
在

す
る
十
九
筆
の
土
地
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
土
地
の
面
積
は
、
そ
れ
ぞ
れ
約
三
千
九
百
平
方
メ
ー
ト
ル
及
び
約
千

五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
土
地
の
使
用
期
間
に
つ
い
て
は
、
一
及
び
二
に
つ
い
て
に
お
い
て
述

べ
た
と
お
り
で
あ
る
。 

嘉
手
納
飛
行
場
に
所
在
す
る
嘉
手
納
町
字
東
野
理
原
三
五
〇
番
、
三
五
一
番
及
び
三
八
一
番
の
三
筆
の
土
地

に
係
る
所
有
者
は
、
昭
和
六
十
年
三
月
二
十
日
現
在
、
千
六
百
九
十
名
と
承
知
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
土
地
の

面
積
は
、
約
二
千
百
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。 

那
覇
港
湾
施
設
に
つ
い
て
は
、
移
設
先
の
選
定
が
困
難
で
あ
り
、
当
該
施
設
の
う
ち
貯
油
施
設
地
区
を
除
き

返
還
の
見
通
し
を
得
る
に
至
つ
て
い
な
い
。
ま
た
、
牧
港
住
宅
地
区
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
移
設
工
事
を
実
施

中
で
あ
り
、
工
事
の
完
了
後
、
返
還
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。 

六 

 



 

七 

十
三
に
つ
い
て 

政
府
と
し
て
は
、
従
来
か
ら
、
日
米
安
全
保
障
条
約
の
目
的
の
達
成
と
沖
縄
振
興
開
発
計
画
の
推
進
と
の
調

和
を
図
り
つ
つ
、
日
米
安
全
保
障
協
議
委
員
会
に
お
い
て
了
承
さ
れ
た
施
設
及
び
区
域
の
整
理
統
合
計
画
を
実 

施
し
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
、
そ
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。 

右
答
弁
す
る
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